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研究実績の概要 

 本年度は本研究助成の支援を受けた最終年度の活

動となるので、研究成果をまとめることが本年度の

大きな課題であった。この3年間で小諸市の自治体や

市民の方々と協同で地域文化財のデジタルアーカイ

ブに関する様々な仕組みの開発を進めることができ

た。本年度の活動成果は、地域文化財のデジタルアー

カイブ支援用プラットフォームの実用化の成果を示

したことである。本研究の成果は、様々な形で地域

の人々に伝えることができた。具体的には①市立小

諸図書館 文化講演会においては「昔の小諸城を

バーチャルタイムマシンで体験」」というテーマで講

演を行った②市立小諸図書館で小諸城のVR体験シ

ステムを常設展示することができた。③小諸フィル

ムコミッションが制作したDVDに小諸城の復元

3DCGの映像を提供することができた。 

 本研究活動の強みは、単なる技術開発ではなく、

地域の人々や若者が協力して自分たちの力で地域の

魅力を発掘している活動であることである。このこ

とにより単に地域の文化財をデジタルアーカイブす

るというだけでなく、活動の中で地域の様々な年齢

層の人々が協同で地域文化を後世に残していくため

の活動のための仕組みを作ることができた。そして

次世代の子供たちまでが力を合わせることができて

いることは大きな成果といる。 

 地域文化財の古文書のような難解な資料は、その

ままの状態での活用が難しく、地域内においてもそ

の存在すら知られていないという実態があるため、

この貴重な資料をデジタルアーカイブし地域の資源

として活用していく活動が必要である。 

 本研究では主に「小諸城の3DCG復元」をメイン

テーマとし、小諸城の情報を後世に残し、さらに広

い地域にも知らせていくために小諸城のデジタル

アーカイブと3DCG復元を行った。そして、それを

VRシステムやスマホアプリというわかりやすい形で

実用化することができた。 

 特に小諸城絵図面を元に現存しない建物を3DCG化

しデジタルアーカイブし、地域をはじめ全国へ発信

することは地域の文化的資産を活用した地域振興に

役立てる一つの方策である。 

 そして、本研究の技術的な強みは、計測からソフ

トウェア開発まで全て独力で行っていることで地域

の文化財のデジタルアーカイブの資産が全て自分た

ちの所有物となり、全てが自分たちの管理下にある

ことである。一般に今回のようなソフトウェア開発

を伴うプロジェクトでは、企業などに外部委託する

ことが多いが、その成果物（ソフトウェアやデータ）

の権利問題が生じることが多く、自分たちで自由に

使えないことや活動の継続性に問題が出てくること

が多い。しかしながら、本研究で開発したプラット

フォームにより、データやソフトウェアは全て大学

と地域の人々の管理下にあり、今後の活動の継続や

発展が期待できる。 

 本研究ではこれまで一貫してデジタルアーカイブ

支援プラットフォームの開発を進めてきた。この研

究では地域文化財情報の獲得・保存・分析方法を一

般化できるように整理し、それを実現するデータ構

造を設計した。これまで地域文化財に関する情報は、

古文書の計測、計測器を使った実地調査、色彩計測

器を用いた材質情報など様々な方法により行われて

きた。これらの情報は、これまでそれぞれ独自形式

で扱っていたが、データの可搬性を保てるように
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データ構造を設計し、標準化できるように整理する

ことができた。 

 このようの本研究は、実際の多くの人々に公開す

ることで、実用レベルで地域文化財を保存するため

のデジタルアーカイブシステムとして有効であるこ

とを示すことができたと言える。本研究は、この3年

間で着実に積み重ねられており、さらに基礎研究で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありながらも適宜一般の人々に公開することで、そ

の実用性も併せて高めることができた。 

 本研究の成果は、地域の文化財をデジタルアーカ

イブするための社会的な側面と技術的な側面の両面

から有効な仕組み作りを試み、その最初の成果を出

せたことである。 
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